
Ｎ０．３８１９９７ＪＵＮＥ

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
姚Ｊ

名古屋いのちの電話Ｆ
１９９６年度事業報告
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名古屋いのちの電話十周年を終えて

理 事 長 相 馬 信 夫

１９８５年７月、名古屋いのちの電話が、はじめ

て 相 談 電 話 の 受 話 器 を 取 り 上 げ て か ら 十 年 ・ 余 り

の 月 日 が 経 ち ま し た 。 十 年 は ぼ ん や り 生 き て い

る と 、 ま た た く 間 に 過 ぎ て し ま い ま す が 、 十 年

間 一 日 も 休 ま ず、 相 談 電 話 を 受 け て 来 た と 言 う

こ と は 、 重 い 意 味 の あ る 、 大 き な 事 だ と 思 い ま

す。 相 談 員 の 方 々 、 事 務 の 人 々 、 指 導 の 先 生 、

又 陰 に な っ て こ の 組 織 を 支 え て 下 さ っ た 後 援 会

の 皆 様 、 理 事 の 方 々 の 誠 意 と 忍 耐 の 賜 物 で あ る

と 驚 き と 感 謝 の 念 を 禁 じ る こ と が 出 来 ま せ ん 。

人 生 の 複 雑 な 事 情 の 中 で 、 自 殺 へ の 誘 惑 か ら

の が れ る た め の 手 が か り に な る こ と は た し か に

あ る こ と で す 。 私 は 小 学 生 の 頃 熱 海 に 近 い 、 釦

が 浦 と い う 断 崖 の 上 に 「 一 寸 待 て 」 と い う 立 札

が 立 っ て い た の を 見 た こ と を 思 い 出 し ま す 。 錦

が 浦 は 当 時 自 殺 の 名 所 と し て 有 名 だ っ た の で 、

も う 一 度 考 え な お す 機 会 に な る た め に 立 て ら れ

た の だ と 思 い ま す が 、 潮 風 に 向 っ て 立 っ て い る

立 札 の 、 重 々 し い 姿 が 今 も は っ き り と 思 い 出 さ

れます。

い の ち の 電 話 は こ の 立 札 と 同 じ 使 命 を 持 っ て

お り 、 電 話 器 の あ る 所 で は 何 時 で も ど こ で も 手

に 取 る こ と の 出 来 る 利 点 が あ り ま す か 、 断 崖 の

上 の 立 札 の よ う な 、 ア ピ ー ル の 力 、 呼 び か け の

力 に か け て い る よ う に 思 い ま す。

十 年 間 に 数 回 ス テ ッ カ ー を 公 衆 電 話 ボ ッ ク ス

等 に 貼 っ た こ と は 有 り ま す が 、 今 後 に 何 か よ い

ア イ デ ィ ア で 恒 常 的 な ア ピ ー ル の 方 法 を 考 え た

い と 思 っ て い ま す 。 全 国 的 な よ い 方 法 は な い で

しょうか。

い の ち の 電 話 は 自 殺 予 防 だ け で は な く 、 そ こ

ま で 行 か な く て も 、 人 生 の 道 に 立 ち ふ さ が る 、

色 々 な 重 い 相 談 も 対 象 と し て 持 っ て い ま す 。 病

気 、 性 問 題 、 人 間 関 係 、 生 活 の 問 題 等 、 こ の 相

談 は 単 な る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ 付 合 い で は な く 、

２ -

問題とその解決のための話し合いです。事柄の
重要性によっては、人生の主要問題、生死に関
するとこにまで及びます。

噪ウツ症の場合には発作的に自殺の誘惑に引
かれることがあり、又絶望によって自殺する事
もあります。

相手を信頼しながらゆっくり話し合うのがい
のちの電話の場合をはじめ、すべての相談の基
本であり、人生の危機に当たって解決に向かう

第一歩であると思います。私の関わっているア
ルコール依存症からの回復を通して、社会復帰

に向かう過程の基本は信頼と友情の中での指導

者とクライエソト、又、クライエソト同志の話
し合いを通して生き方の根本を変える半年から
二年間程度の話し合いにあります。

落ちついたゆっくりした話し合いの中で、友
情と信頼をはぐくみ、自分の考え方を整理する
事は、社会生活の中で各自が自分の生きる道を
発見して行くために非常に大切なことであると
思います。
現代の教育の中でこのことは忘れられている
ことの一つであると思います。

相談上手な人は、多くの人、特に仲間の知識
や体験、意見を自分のものとして利用、活用す

ることが出来、ｎかな生活、或いは活動に生か
すことが出来るのです。
いのちの電話や色々な相談竃話は、特殊な事

情にある人を対象としていますが、相談と言う
ことは普通の社会生活の中で広い有用な使命が

あることに気づき、その面からいのちの電話に
ついて考えて見ることが必要ではないかと近頃

考えています。

〃
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ニ ュ ー ヨ ー ク に 行 っ た 。 と 言 っ て も 、 ほ ん の

５ ～ ６ 日 で 小 学 校 ３ 校 と 中 学 校 を ２ 校 ば か り 見

て き た だ け で あ る 。 し た が っ て 、 住 ん だ こ と の

あ る 人 に と っ て は 珍 し く も な い こ と と 思 う が 。

出 掛 け た 本 当 の 目 的 は ス ク ー ル ・ カ ウ ン セ ラ ー

の 養 成 と 活 動 に つ い て 視 察 す る た め で あ る 。 ま

ず 街 に 子 ど も の 姿 が な い 。 イ ー ス タ ー の 日 曜 日

に は 、 ど っ と 親 子 連 れ が く り 出 し て い た の に と

思 っ た が 、 ニュ ー ョ ー ク に 限 ら ず ア メ リ カ で は 、

子どもはスクールバスで通うことになっ
ていて、ほんの数％ぐらいの人が特別に

許可を得て親が送り迎えをするとのこと
であった。通学路が危険だからとのこと。

じ お な じ み の 黄 色 い ご つ い バ ス が 街 の 中 を

右往左往していて、これが渋滞に拍車を
かけているように感じた。

大体において、学校には重い鉄の扉が
あって、ガードマソが来訪者名簿に名前
を記入するまで中へ入れてくれない仕組

み。外部からの侵入者が恐いとのこと。
道理で道路側のガラスには、網ががっち
りとはまっていた。しかし、子どもたち
は自由で行儀が良く明るい表情をしてい

た。学年は日本と違って、小１～小４ま
でが小学校で小５～中２までぐらいが中

学校。そして高校は１６才まで義務なので
全員入学できるが、１６才になった時にや
めたい子はやめてもいいとのことであっ

［ た 。 し た が っ て、 日 本 の よ う な 高 校 入 試

のための猛勉強というのはないらしい。

この学年の区切も州によってまちまちで、

生

田

純

子

し か も 今 年 か ら は ５ 年 生 か ら 中 学 へ 入 る こ と に

な っ た な ど と か な り フ レ キ シ ブル な の に 驚 い た 。

日 本 人 の 子 ど も も 沢 山 入 学 して い た 。 昨 年 行 っ

た ロ ス で は 、 ニュ ー ヨ ー ク の 倍 ぐ ら い ゛ 学 校 訪 問

を し た が 、 日 本 人 の 先 生 は 多 勢 お ら れ た も の の

生 徒 は い な か っ た 。 ど こ へ 行 っ た の だ ろ う と 思 っ

た も の だ っ た 。 多 分 私 立 の 学 校 か 日 本 人 学 校 に

通 って い る の で あ ろ う と 推 測 し た 。 し か し 、 ニュ ー

ョ ー ク 郊 外 の ク イー ソ ズ 地 区 で は 全 校 ４ ０ ０ 余 人

の 在 校 生 の う ち ２ １ 名 の 日 本 の 子 ど も が い て 、 全

員 が 出 て き て 挨 拶 を し て く れ た 。 ５ ～ ６ 年 も 滞

在 し て も う す ぐ 帰 国 予 定 の 中 学 生 が 案 内 役 を 勤

め て く れ た が 、 そ の 鮮 や か さ に 感 心 し た 。

出 掛 け る 時 、 ニ ュ ー ヨ ー ク で は 銃 弾 が 飛 ん で

く る な ど と 脅 さ れ た が 、 街 は 比 較 的 落 ち つ い て

清 潔 に 見 え た 。 ロ ス の 方 が 到 る 所 に ホ ー ム レ ス

が い た り 、 ハ リ ウ ッ ド 地 区 で は 空 家 が 多 く ゴ ー

ス ト タ ウ ン の よ う だ っ た り し て 、 対 照 的 な 印 象

であった。

身も、休日や夜間には大学院に通って資格を取
得したり、新たな天地を求めて転勤することも

多いと９ことであった。したがって、学校によっ
て雰囲気ががらりと変り、いわゆる校風が前面
に出てくることが多く、それがむしろ清々しい

感じであった。
それにしても、子どもたちがお喋りに興じな

がら三々五々分団登校することのできるわが国
は、やはり平和である。

（訓練スタッフ・東海女子大学教授）

さて学校であるが、何と言っても
日本と一番違うところは教員の採用
の仕方であろう。ある小学校で校長

が１２月に突然退職した（通常の区切
りは６月）。６月までは副校長が代

行したが、一方Ｐ．Ｔ．Ａ．が立ちあが
り校長を選任する委員会を組織した
のである。その委員も、立候補者が

会員の前で自分をアッピールして選

考を受ける。こうして決まった委員
が全国公募して、３００人近くの応募

者から書類選考で２０～３０名に絞り面
接する。もちろん、学校の教員もそ
れに加わるのであるが、何と計２００

時間ぐらいを費したそうである。こ
うして選ぱれた校長は、今度は自分
の主張に合う教員を他から自分のも

とへ転勤させるという。ふつう、日

本のように勤務年数による異動はな
く、本人が希望し周囲も認めればい
つまでも同一校に勤務することも可

能であると言う。もっとも、教員自
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た
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１ ９ ９ ６ 年 度 事 業 報 告

開局１１周年目に当りましたこの年度も、愛知いのちの電話協会の電話相談活動に、かわらぬご支援を賜り

ま す 賛 助 会 員 、 賛 助 法 人 並 び に 寄 付 者 の 皆 さ ま に 心 よ り の 感 謝 を 申 し 上 げ ま す。 又 、 一 年 を 通 じ て 休 み な く

奉仕を統けて頂きました相談員の方々の労苦にあらためて敬意と感謝を申しあげます。ここに１９９６年度の事

業の概略を報告させて頂きます。

皿

１９９５年に迎えました開局１０周年を意義深いものとするために、相談事業の一層の充実をはかるとともに、

地域社会への浸透を願って一連の記念事業を計画いたしました。そして１９９５年度には、記念式の開催、記念

誌の刊行等、何回かの大きな盛り上りを経験いたしました。

１９９６年度は１０周年記念事業の棹尾を飾って「いのちの電話全国研修会」を名古屋に於て開催することが出

来ました。１１月１４日～１６日、名古屋国際会議場に全国各セソｉターから５１３名の参加者を迎えて盛大に、内容・ ｌ ｉ

豊 か な 研 修 会 を 実 施 す る こ と が 出 来 ま し た 。 前 年 度 よ り 、 協 会 の 総 力 を あ げ て 準 備 し ま し た エ ネ ル ギ ー が 、

自らの日常活勁に新たな活力と充実をもブｔこらし、又、他のセンターの明日に向っての飛躍にお役に立ち得た

も の と 感 謝 い た し て お り ま す ○ ゛

相談員餐成講座は、この年度第１０期を募集いだしましたとこう、５０名の募集定員に対しまして、１４５名の

応募がありました。急進実施計画を修正して、約１００名の受講生を受け入れ、目下養成講座が進行中でであり

ま す。 「 い の ち の 電 話 」 の 実 績 に 対 す る 評 価 や 世 間 の 関 心 の た か ま り に 応 える 責 務 を 痛 感 さ せ ら れて お り ま

す。

相談電話受信件数は、年問総計１２、２８９件開局以来の総受信件数は、１．１５１．、２１５件（９７年３月末）に達し求し｜ Ｉ Ｉ ； ● １ ゛ ４
だ 。 い じ め の 問 題 や 児 童 虐 待 へ の 憂 慮 等 も あ って、 い の ち の 電 話 へ 社 会 の 関 心 や 期 待 は 益 々 深 ま って い く こ

と が 感 じ ら れ ま す 。 ト

７ 月 に は 吉 田 徳 子 さ ん の ご 好 意 に よ り 、 愛 知 芸 術 文 化 セ ン タ ーコ ン サ ー ト ホ ール に 於 て 「 い の ち の 電 話 」

支 援 の パイ プ オルガ ソ 演 奏 会 を 開 いて 頂 き ま し た 。 ま た 名 古 屋 中 央 教 会 を 会 場 に 、 若 手 演 奏 家 に よる ギ タ ー
の チ ャ リ ティコ ソ サ ー ト も 好 評 を 博 す る こ と が 出 来 ま し た 。 １ ０ 周 年 を 記 念 し た 春 秋 の フ リ ーマー ケ ッ ト も 盛

会裡に終ることが出来、豊かな盛り上りを経験することが出来ました。

１０周年を記念して、意図じたいま一つの大きな願いは、この機会に、当法人の基本財産基金の増加をはか

？

ることでした。１９９５年７月か１ら１９９６年６月ま７？に１（？周年記念基金寄付として、寄せられました寄付金は、個り

人寄付合計５２０、３５０円、法人寄付金合計１１５社。２１Ｊ２９、４３０円となり、受取利息を含めた総計１２：１、’；゛‘７４、５４１円

となりました。１９９６年度末決算として、２４ｊ１４‘、３３３円を基金に組入れることが出来ました。とれによりまし

て当法人の基本財産基金は現在６０、３４８、４０９円となりました６感謝をもって報告させて頂きます。

き か し い 経 済 環 境 の 中 に も か か わ らず、 資 金 の 面 に 、 か わ ら ぬ ご 支 援 を お 寄 せ 頂 き ま し た 皆 さ ま に 、 重 ね

て 厚 く 御 礼 申 し あ げ ま す 。 Ｉ Ｉ

社 会 福 祉 法 人 愛 知 い の ち の 電 話 協 会

理事長
理 事
監 事
評議員

相 馬 信 夫 ト

豊 田 寿 子 、 笠 原

内河恵一フ、小山

笠原ノ嘉｀、Ｊ１１原

岡 部 快 圓 、 水 谷

常 務 理事木本精之助

嘉 、 長 岡 利 貞 、 Ｉ 西 沢 信 正 、 水 谷 巍 、 木 本 精 之 助 〉

勇 ； ・ 、 ン ； ト ’ ｉ ” ‥ ‥ ‥ ‥ 、 ‘ ・ ７

恵 、 木 本 精 之 助 、 豊 田 寿 子 、 西 沢 信 正 √ 長 岡 利 Ｊ Ｉ ｛ 、 ｊ 向 田 正 俊 、 鈴 木 郁 雄 、

巍 、 渡 辺 宜 親 、 浜 下 訓 子 、 安 藤 和 彦 、 ； 相 馬 信 夫 ▽ う づ レ
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総務委員会報告

今年度は１０周年記念事業の２年目にあたり、そ

の最大で最後の事業が全国大会であったわけだが、

それに先立って前年度からコソサートやフリーマー

ケ ッ ト 、 記 念 誌 編 纂 な ど を 行 って き た 。 こ れ ら の

取 組 み は 西 洋 信 正 氏 を 中 心 に し た 実 行 委 員 を 中 心

に 進 め ら れて き た 。 そ して 以 前 は こ れ ら の 行 事 は

総 務 委 員 会 が 担 当 して き た い き さ つ も あ り 、 こ の

２ 年 間 は 両 委 員 会 が ほ と ん ど 合 同 で 開 か れ 、 実 務

を担当してきた。

こう し た 体 験 を ふ り かえ って、 は て 総 務 委 員 会

固 有 の 仕 事 と は 何 だ っ た の だ ろ う と 考 えて し ま っ

で た 。 結 論 か ら 言 え ば 、 こ の 状 態 こ そ わ が い の ち の
電話の成長のあかしではなかろうか。

全 国 大 会 の 成 功 は 、 ま さ し く 愛 知 の 力 が 全 国 に

認 め ら れ た こ と で あ り 、 ま た 県 内 で も 、 電 話 相 談

ネットワークをはじめ各ボラソティアとの交流、

さ ら に 岐 阜 い の ち の 電 話 開 設 の 応 援 等 発 展 の あ か

しである。

１２年前の開設当時をふり返ってみると、総務委

員 会 （ 運 営 委 員 会 ） は 総 て に か か わ って き た 。 今

チ ャ リ ティ ーコ ン サ ー ト は 向 田 正 俊 氏 等 財 務 も 担

当 して 下 さ っ て い る 。 会 員 拡 大 は 常 務 理 事 木 本 精

之助氏の個人的努力に負うところが多い。

以前は相談員の親睦福利のためにクリスマスパー

ティーやお花見を総務委員会がお膳立てをしたが、

今 や 相 談 員 自 身 が 能 勁 的 に 企 画 し 盛 大 に な って き

（ た 。 活 勁 が 多 様 に 分 化 し て き た あ ら わ れ で あ る 。
た だ し 、 組 織 が 大 き く な り 、 活 動 が 多 様 化 す る

程 組 織 的 矛 盾 が 顕 在 化 す る の は 当 然 で あ り 、 発 展

の 指 標 で さ え あ る 相 談 員 ど う し 、 訓 練 委 員 や 事 務

局 と の 意 思 疎 通 は 今 後 の 課 題 で あ り 、 全 国 大 会 の

「引き継ぐバトソ」もそんな含みがあった。

１２年前の運営委員会でも “担当者が埋まらない。

お 金 が 集 ま ら な い ” と 悩 み が 語 ら れ て い る 。 こ の

悩 み も 「 バ トソ 」 と して 受 つ が れて き た 。 た だ し

「２４時間の実現」という１０年来の課題は理事会・

総 務 委 員 会 の 仕 事 で あ り 、 こ れ を １ 歩 も 進 め る こ

と が 出 来 な い ま ま 引 き つ が れて き た こ と は 大 き な

反省である。

（ 総 務 委 員 長 水 谷 巍 ）

- ５ -

訓練委員会報告

☆本年度で特記すべきことは、第１７回いのちの電

話 全 国 研 修 会 名 古 屋 大 会 を 無 事 終 え る こ と が で

き た こ と で あ る 。 こ の 記 念 すべ き 大 会 に 全 員 が

参 加 す る と 、 所 定 の 養 成 講 座 と 継 統 研 修 を こ れ

と ど う 並 行 ・ 調 和 さ せ る か が 大 き な 課 題 で あ っ

た 。 大 会 参 加 は 普 段 の 継 統 研 修 で は 得 ら れ な い

成 果 が あ る と い う 確 信 の も と に 、 大 会 準 備 の 各

部 会 を 継 続 研 修 の 単 位 と す る こ と 、 大 会 を は さ

んで 自 由 参 加 形 式 の 研 修 会 を も つ こ と に し た 。

結 果 的 に み る と こ れ は 成 功 で あ っ た 。 多 少 慌 た

だ し か っ た が 、 こ れ ら の 活 動 を 通 じ て 相 談 員 の

な み な み な ら ぬ 底 力 を 見 る こ と が で き た 。 十 年

と い う 歴 史 が そ う さ せ て い る の だ ろ う か 。 も ち

ろん養成中の９期の人たちへの配慮を忘れなかっ

た 。 ２ グル ープ に わ け、 電 話 で 直 面 す る 難 題 に

つ いて 丁 寧 な 入 門 的 な 研 修 を 実 施 し た 。

★ 委 員 会 の 課 題 の ひ と つ は 、 こ の 大 会 の 理 念 や 今

後の電話相談の方向を模索することであった。

受 話 器 か ら だ け の 話 題 は 視 野 狭 窄 を ひ き お こ し

や す い 。 そ こ で こ の 大 会 で は 電 話 を 広 く 社 会 的

な 視 点 か ら と ら え よ う と 考 え 、 あ えて 電 話 相 談

関 係 者 以 外 の 論 者 を お 招 き し た 。 と く に シ ソ ポ

ジ ウ ム で は テ ー マ を 『 電 話 は 「 気 づ き 」 よ り

「 依 存 」 を 深 めて し ま う か も 知 れ な い 』 を 掲 げ

た 。 は た せる か な 、 ひ ごろ か ら い わ ゆ る “ Ｐ ｒ ｏ

ｂｌｅｍｃａｎｅｒ”に悩む各地の相談員に、創造的

な 刺 激 を 与 え る こ と に な っ た 。 名 古 屋 で 新 し い

情 報 が 発 信 で き た こ と を ひ そ か に 誇 り と して い

る 。 詳 し く は 近 日 刊 行 予 定 の 報 告 書 を ご 覧 い だ

きたい。

☆ こ の 大 会 の 熱 気 の 影 響 と い う べ き か 、 継 統 研 修

の 在 り 方 に つ い て も 、 今 ま で に な い 積 極 的 な 意

見 が 交 わ さ れ た 。 形 式 や 字 面 の 上 で は 格 別 目 新

し く は な い か も し れ な い が 、 こ の プ ロ グ ラム に

込 め ら れて い る 願 い が 多 く の 相 談 員 に 共 有 さ れ

る こ と を 望 み た い 。 こ れ か ら の 新 し い 十 年 の 出

発になるように…。

（ 訓 練 委 員 長 長 岡 利 貞 ）



財務委員会報告

１９９６年度の収支をご報告申し上げます。
当年度は、当協会が「いのちの電話全国研修

会」の開催を主管いたしました。このことが、
通常会計に負担を及ぼすことがないよう、大口
の助成金、支援金をお願い致し、ご支援を受け
ることが出来ました。又、前年度より募集しま
した１０周年記念基金寄付金を加えて、この年度
２４５１万円を基金に組み入れることが出来ました。

支出につきましては、旅費交通費、通信費、

印刷費など努めて節約と工夫を致しまして、あ
らゆる支出を抑えることとしました。
コソサートを２回開催しましたが市民のご協

力をいただき、フリーマーケット収益と併せて、
１６５万円をいただきましたことをご報告申し上

げ、併せてお礼申し上げます。
なお、当協会の基金は、６０、３４８、４０９円となり

ました。
９７年度予算としましては、４月より消費税の

１９９６年度収支計算書 （単位円）
借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）
科 目 １９９５年度決算額 科 目 １９９５年度決算額
事業費支出

教育・訓練費
広報費
調査・研究費
渉外資
特別事業費
職員給与・賞与
福利厚生費
退職引当金
旅費・交通費
通 信 費
電 話 料
印刷費
事務用品費
会議費
郵便振替負担料
支払手数料
連盟負担金
諸会費
共益費
水道光熱費
備品・消耗品費
営繕費
租税公課
拠出金
雑費
事業外支出

基本繰入
総 計
当期繰越金

１ ５ ， ４ ５ ９ ， ４ １ ９

２ ， ４ ６ ４ ， ３ ９ ６

６ １ １ ， ２ ６ ０

４ ８ ， ４ ０ ０

１７，４１０

５ ２ ２ ， ８ ９ ２

５ ， ６ ６ ０ ， ０ ０ ０

７ ８ ， ０ ７ ６

６ ０ ０ ， ０ ０ ０

７ ７ ９ ， ３ ９ ０

３ ２ ７ ， ２ ４ ６

２ ５ ４ ， ５ ０ ９

２ ５ ０ ， ３ ２ ０

６，１４４

１ ８ ， ４ ７ ３

３ ５ ， ５ ４ ０

１ ０ ， ９ ９ ２

２ ８ ８ ， ０ ０ ０

３ ２ ７ ， ７ ０ ０

１ ， ４ ４ ０ ， ０ ０ ０

９ ６ ０ ， ０ ０ ０

５ ８ ２ ， ３ ０ ７

５ ５ ， ３ ０ ０

４ ５ ， ３ ９ ８

４ １ ， ７ ３ １

３ ３ ， ９ ３ ５

２ ４ ， ５ １ ４ ， ３ ３ ３

３ ９ ， ９ ７ ３ ， ７ ５ ２

１ ， ７ ３ ３ ， ９ ６ １

事業収入
助 成 金
共同募金配分金
会費（法人）
会費（個人）
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
相談員の会会費
寄付金（個人）
寄付金（団体）
年末募金
特別事業収入
講座受講料
基金募金収入
事業外収入

受取利息
雑収入

前期繰越剰余金

３ ９ ， １ １ ６ ， ２ ５ ７

５ ０ ０ ， ０ ０ ０

７ ０ ０ ， ０ ０ ０

５ ， ２ ４ ５ ， ０ ０ ０

３ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ４ ７ ０ ， ０ ０ ０

７ ２ ０ ， ０ ０ ０

４ １ ４ ， ０ ０ ０

１ ２ ０ ， ０ ０ ０

２ ， ９ ８ ８ ， １ ２ ９

１ ， ２ ３ ４ ， ２ ５ ０

１ ， １ ６ ８ ， ０ ０ ０

１ ， ６ ５ ０ ， ０ ６ ７

２ ， １ ８ ７ ， ０ ０ ０

２ ０ ， ４ １ ９ ， ８ １ １

１ ８ ０ ， ２ ５ ９

１ ５ ０ ， ４ ０ ５

２ ９ ， ８ ５ ４

２，４１１，１９１７

合 計 ４ １ ， ７ ０ ７ ， ７ １ ３ 合 計 ４ １ ， ７ ０ ７ ， ７ １ ３

- ６ -

や

¶



ｒ゙ Ｗ’

ｒヽ

引上げ、公共投資の修正など景気の勁向を懸念
する見方があります。各企業もリストらを推進
する動きも出ていることから、個人、企業より
のご支援を多く期待し難い情況かと思われます。

然しながら、国民の福祉活動については高まっ
てきており、いのちの電話の活動について関心
が高まってきております。

今年度より行政面では、愛知県より名古屋市
の所管に変ることになりました。当協会では基

金１億円達成を要望されております。行政から

の一層のご支援をお願いしてゆきたいと思って

おります。
相談員の増加と充実も引き統き進められてい

ますので、一人でも会員の増加とご支援をお願
いし、基金増加にご理解とご支援をお願い致し

ます。
（財務委員長向田正俊）

１９９７年度予算 （単位円）
借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）
科 目 １９９７年度予算額 科 目 １９９７年度予算額
事業費支出

教育・訓練費
広 報 費
調査・研究費
渉 外 資
特別事業費
職員給与・賞与
福利厚生費
退職給与引当金
旅費・交通費
通 信 費
電 話 料
印刷費
事務用品費
会議費
郵便振替負担料
支払手数料
連盟負担金
諸会費
共益費
水道光熱費
備品・消耗品費
営繕費
租税公課
拠 出 金
保 険 料
雑費

基金繰入

３ ， ７ １ ７ ， Ｑ ０ ０

７００， ’ ０ ００

１ ０ ０ ， ０ ０ ０

３ ５ ０ ， ０ ０ ０

７ ０ ０ ， ０ ０ ０

６ ， ５ ７ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０

６ ０ ０ ， ０ ０ ０

８ ０ ０ ， ０ ０ ０

６ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ５ ０ ， ０ ０ ０

４ ０ ０ ， ０ ０ ０

５ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０

５ ０ ， ０ ０ ０

５ ， ０ ０ ０

２ ９ ０ ， ０ ０ ０

２ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ４ ４ ０ ， ０ ０ ０

９ ６ ０ ， ０ ０ ０

２ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０

５ ０ ， ０ ０ ０
１ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ， ４ ３ ８ ， ０ ０ ０

事業収入
助 成 金
共同募金配分金
会費（法人）
会費（個人）
賛助会費，（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
相談員の会会費
寄付金（個人）
寄付金（団体）
年末募金
特別事業収入
講座受講料
基金募金収入
事業外収入

受取利息
雑収入

小 計
前期繰越剰余金

７００，０００・

７ ０ ０ ， ０ ０ ０

６ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ， ５ ０ ０ ， ０ ０ ０

１，３，００，０００

８ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ６ ０ ， ０ ０ ０

２ ， ２ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ６ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ２ ０ ０ ， ０ ０ ０

８ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ， ２ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ５ ０ ， ０ ０ ０

２ ０ ， ’ ８ １ ０ ， ０ ０ ０

０

合 計 ２０，８＿１０，０００ 合 ． 計 ２ ０ ， ８ １ ０ ， ０ ０ ０

- ７ -



グラフで見る名古屋いのちの咩
０１２年間の受信件数の推移（１９８５年７月～１９９６年１２月）

１９８５年からの総受信数は１３９，５４９件で，相談貝との会話がなかった無言電話３３，３８６件をのぞくと相談電

話の受信数は１０６，１６３件となります。（１９９６年１２月３１日現在）
１９９６年は１日あたり２７．４件の相談電話を受信しています。

（件数）

１８，（Ｘ）０

１７，（Ｘ）０

１６，０ＣＸ）

１５，０００

１４，０００

１３，０００

１２，０（Ｘ）

ｎ

ｌｏ

（Ｘ）０

０００

９，０００

８，０００

７，０００

６，０００

５，０匯｝

４，０匯）

３，０（Ｘ）

２，０（Ｘ）

１，０（Ｘ）

０

無 言

１９８６

９，１６３

４０７１

１４１ ６

… … … … … … 回 男 - ・

４

１９８７

１１，６４８

、ｊよ丁ＭＱ

７ 皿 ．

４７００

Ｓ。召。｜

３４６９

- - -

１９９０

１２，６４３

-

・ ‘ ’ “ “ ‘ - “ ｜

４３０６… … … … … … ｜

８ -

二
１９９１

１１，６８８

但 亙

３８３６

Ｘ

１９９２

１２，４９３

５２０８

４０９６

ｊｉｋ，
一一６０６９

- ４ ７ 〃 ● ・ ￥ 〃 - Φ Γ 』 ●

１９９３

１３，６８１

匹

４１２５

５１・・Ｉ㎜

１９９４

１２，６２０

１９８５．７～１９９４．１２

３１

３９Ｈ

---¶

ｋ
・２５

～ “ “ “ ｀ ・ ” ｉ

・・Ｆ¶〃ｇ・～〃・・丿

１９９５

１２，３２１

３９６６

範`

岸

１９９６

１２，２８９

べ

‘ 『

Ｕ１

３９０５

う卜残十
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１９８８

１７，２１０

電話相談と匿名

１９８９

１５，ｎ６

いのちの電話相談の利点として、①いつでもどこからでも（即時性・広域性）②名前をなのらず
に（匿名性）がある。最近問題となっていることは、ＮＴＴが９８年の当初に全国的に始めようとし
ている「発信電話番号表示サービス」である。このサービスは、かかってきた電話番号が受け手に
わかるシステムであり、これまでの電話相談の枠組みの基本を大きく変えるできごとになりそうで
ある。このシステムが始まると電話相談機関はたとえ「発信電話番号表示サービス」を利用してい
なくても、利用者からは常に疑われ、利用者の不安も増大することが懸念される。
もちろん、いのちの電話は利用者の電話番号を知る必要性は一切ないのだが、利用者の不安に応

える名案は今のところないのである。
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○相談内容男女別の相談件数

（件数）

１，３００
１，２００

１，１００
１，０００

９００
８００

７００
６００

５００
４００

３００
２００

１００

０

口男性６，０３８件ｌｉｌ女性３，９６６件

女｜

３０

２０

１０

０

（件数）
４０

家
族

○男女別・年代別の相談件数

人
生

家
族

夫
婦

夫
婦

男
女
悶
題

男
女
問
題

対
人
関
係

対
人
関
係

- ・ ９ -

総件数１０，００４件１９９６．１～１２

１

保
健
医
療

教
育

性
の
悩
み

性
の
不
安

８５１１件

１０‘

保
健
医
療

教
育

性
の
悩
み

性
の
不
安

法
律
経
済

総件数１０５件（全体の１．０％）

純 一 ｒ ¶ ｒ ¶ - ７ - 一 一 - １ ７ 一 手 ７ ｉ

法
律
経
済

そ
の
他

冊
報
提
供

そ
の
他

情
報
提
供

相
談
外

■ Ｗ ■ ■ ¶ ７ ７ Ｗ

÷ - - - ・ - - φ ¶ Ｉ ¶ ●

相
談
外

○自殺指向電話の相談内容男女別件数（１９９６．１～１２）

ロコ男性４３件Ｅヨ女性６２件

人
生
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「 岐 阜 い の ち の 電 話 」 の 胎 動

自 殺 予 防 シ ン ポ ジ ウム が 名 古 屋 で 開 か れ た 折 に

お 会 い し た 自 殺 予 防 学 会 の 星 先 生 や、 浜 松 い の ち

の 電 話 の 金 子 さ ん な ど か ら の 刺 激 も 受 け て い た 子

安 さ ん 等 と 「 岐 阜 に も い の ち の 電 話 を … … 」 と 話

して い た こ と も あ り ま し た が 、 機 運 が 高 ま らず 時

が経過してまいりました。

昨 年 ３ 月 頃 こ ろ か ら 、 有 志 で 設 立 準 備 の 情 報 収

集 や 関 係 者 へ の 打 診 ・ 協 力 依 頼 を 開 始 し 、 発 起 人

会を発足させ、１１月には斎藤友紀雄先生をお招き

して、 講 演 会 を 開 催 す る こ と が で き ま し た 。 そ し

て 講 演 会 後 の 「 斎 藤 友 紀 雄 先 生 を 囲 む 会 」 で は 夜

遅 く ま で 熱 っ ぽ く 語 り 合 い 、 設 立 に つ いての ご 助

言もいただいたりして大いに士気が上がりました。

全 国 研 修 会 名 古 屋 大 会 の 場 で、 秋 山 聡 平 連 盟 理

事 長 に 名 称 使 用 の 内 諾 を い た だ き 、 名 古 屋 い の ち

の電話へも正式に依頼文で協力をお願いしました。

本 年 ３ 月 １ 日 に は 山 口 幸 男 先 生 を お 迎 え し て

「岐阜いのちの電話設立準俯会総会並びに記念講

演 会 」 を 開 催 し 、 初 代 理 事 長 に 岐 阜 県 医 師 会 名 誉

会 長 河 合 達 雄 氏 を 選 出 い た し ま し た 。 こ の 総 会 を

機 に 問 い 合 わ せ が 相 次 ぎ、 な か に は 「 精 神 病 院 に

通 院 して い る の で す が 心 の 支 え が 欲 し い 。 夜 に な

る と た ま ら な く 寂 し い の で す。 早 く 電 話 を 開 設 し

てください」と切実な訴えもあり「いのちの電話」

の使命を今更ながら再確認させられています。、

５月からは電話相談員養成講座が始まりますが７、

開局に向けてのセンターの拠点となる場所探しに、

ただいま奔走・苦慮しております。何といって、も

財 政 的 基 盤 が 確 立 して い な い の で 維 持 会 員 の 拡 木

にも努力している次第です。

「名古屋いのちの電話」の子どもとして無事産

声 を あ げ る 喜 び を 皆 様 と 共 に 味 わ い た く 、 ご 支 援

ご協力のほど、切にお願い申し上げます。

（Ｙ・Ｔ）

- １ ←
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や

″ り



ご援助ありがとうございます
１９９７年１月１日より４月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共

に ご 報 告 申 し 上 げ ま す。 （ 順 不 同 ・ 敬 称 略 ）
なお、上記期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。

賛助会員Ａ
佐 藤 あ さ 子 横 地 欣 也
鳥 井 寛 田 上 文 蔵
日本キリスト教団金城教会福祉社会委員会
賛助会員Ｂ
西 村 穣 粕 谷 靖 彦
島 田 吉 枝 須 藤 よ し 子
- ノ 瀬 文 枝 宮 内 英 夫
賛助会員Ｃ
嶋 昭
相 馬 康

ｒ｀？Ａ？
Ｗ

江
人

長 岡 利 貞
寄付金
藤
川
原
村

佐
中
菅
野

あさ子
鋪 子
美智キ
純 一

和
恵

平
美

居
田

鳥
太

之
子
彦
貞

博
愛
智
利

口
野
田
岡

野
水
兼
長

日本基督教団名古屋中央教会

子
男

恵
昌

木
田

青
福

本
木

木
八

名古屋学院大学宗教部

靖之助
武 志

グラバア俊
勝 沼
榎 戸 佳

子
功
子

昌 子
とみ子

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
理 事 長 相 馬 信 夫
財 務 委 員 会

平 野 昌 子

- １ １ -

フルエング（株）

松
西

り物だと確信しています。この贈り物を一生大切にしていきたいと思っております。 （Ｈ．Ａ）

のむずかしさを何度となく痛感し、その度に落ち込み、その度に仲間に助けられ、細々ながら統けることが出来ました。
お陰様で昨年の全国大会のお手伝いも微力ながらさせていただき、とても良い勉強になりました。ここ名古屋にも大勢
の良い友人が出来、これから１；１：通過点でなく、いつでもふらっと途中下車出来る場所として、私の心の中の財産が増え
たことになります。そして皆様からいただいた沢山の友情はスィート・カーティー・ダイヤモソドに勝るすばらしい贈

川 正 邦
たか枝

本 孝 子

彦
子

文
勝

立
田

足
野

中 井 加 代 子

内
林
浜

日本基督教団鳴海教会

、いのちの電話の関係者の方々の広く大きな心に触れさせていただきました。勉強不足、力不足から、聴く事
き統けている満開の淡墨桜、等々沢山の思い出を作ることが出来ました。そして何よりも転入者を心よく引き受け
良川の鵜飼い見物。そして残念ながらその色は見る事は出来ませんでしたが、散り際に淡墨色に変るという、千

豊田紡織（株）
助成金
中日新聞社会事業団東海テレビ福祉文化事業団

ぐ゙ヽ

良餉る

点
滴
ぶ
飛

平成９年４月、ここ名古屋で３０回目の結婚記念日を迎えました。３０年前東京で始まった新しい生活。５年
後関西へ転勤、そして又東京へと子供達を連れて往ったり来たり。その間二人の息子は独立し親元を離れ
ました。残り少なくなったサラリーマン生活の中で、思いがけず３年前、いつも通過点だった名古屋に住
むことになりました。子供達の転校の煩わしさのない分、旅行気分で新しい土地での生活が始まりました。
本を片手に周辺の史跡を巡り、焼物の里で本物に出会い、ちょっと足をのばして木曽路を歩き、友人を招

竹 内 哲 子

子
子

豊
潤

田
下

前
武

和
貞

義
利

岡
岡

平
畏

二
枝

明
延

村
藤

布
斉

稔
介晋

野
川

浅
中

野 友 英 ・ 三 緒 子
聖 マ リ ア の 無 原 罪 の 修 道 会

日本基督教団名古屋教会日本基督教団名古屋中央教会
日本基督教団南山教会日本基督教団名古屋桜山教会
日本基督教団天白教会カトリック多治見教会
名古屋神召キリスト教会内村撤母耳
賛ｌｔｌｌ寄付

日本基督教団豊山教会日本基督教団中京教会ルーテル希望教会
カ ト リ ッ ク 南 山 教 会 日 本 基 督 教 団 南 山 教 会 婦 人 会 金 城 学 院
名古屋ＹＷＣＡ日本基督教団愛知守山教会名古屋聖ステパノ教会
名 古 屋 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ 日 本 基 督 教 団 東 海 教 会

子
二
雄

靖
篤
重

巍
義
美

僣
靖

谷
野
木

水
水
見

カ ト リ ッ ク 半 田 教 会

田 一 路 高 須 速 夫

日本基督教団名古屋北教会社会奉仕委員会
クリスマス歳末募金
神 戸 一 子
柳 原 佳 枝
日本基督教団岡崎教会

栄冠幼稚園

鳥 居 平 和

カ ト リ ッ ク 高 蔵 寺 ニ ュ ー タ ウ ソ 教 会 日 本 基 督 教 団 愛 知 教 会 婦 人 会 日 本 基 督 教 団 金 城 教 会 福 祉 社 会 委 員 会

野
川

平
石

子
彦
治

博
智
興

塚
田
ロ

大
兼
壽

道
子い

正
み

塚
登

大
能

郎
子
児
子

三
枝
孝
浩

村
柱
野
田

中
内
小
森

三 渾
矢満田
下 出

金 誓 護 席 皿 合 病 院 カ ト リ ッ ク 東 山 教 会



１０周年記念基金
伊 藤 英 資 郎 足 立 憲 吾 西 沢 信 正 高 木 康 秀 岡 安 正 宏 長 岡 利 貞 服 部 み や こ
名 古 屋 共 栄 証 券 株 式 会 社 株 式 会 社 エ ク シ ン グ 株 式 会 社 ミ リ オ ソ カ ー ド サ ー ビ ス 岡 谷 鋼 膜 株 式 会 社
瀧 定 株 式 会 社 ブ ラ ザ ー エ 業 株 式 会 社 タ キ ヒ ョ ウ 株 式 会 社 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 東 海 支 社
ア イ カ エ 業 株 式 会 社 株 式 会 社 サ ソ ゲ ツ ト ョ タ 自 動 車 株 式 会 社 新 日 本 製 鋼 Ｍ 朱 式 会 社 名 古 屋 製 敵 所
日 本 電 話 施 設 株 式 会 社 名 古 屋 テ レ ビ 放 送 株 式 会 社 大 同 メタル エ 業 株 式 会 社 株 式 会 社 ボ ス カ ソ 八 二 -
中 部 鋼 板 株 式 会 社 株 式 会 社 松 坂 屋 東 海 染 工 株 式 会 社 中 京 テ レ ビ 放 送 株 式 会 社
テレビ愛知株式会社タイホウコーボレーショソ株式会社大島造園土木株式会社東海テレピ放送株式会社
株 式 会 社 槌 歴 ． 豊 田 総 建 株 式 会 社 株 式 会 社 オ チ ア イ ネ ク サ ス 株 式 会 社 高 木 製 作 所
川 北 電 気 工 業 株 式 会 社 株 式 会 社 杉 浦 製 作 所 株 式 会 社 ト ョ タ レ ソ タ リ ース 株 式 会 社 竹 中 工 務 店 名 古 屋 支 店
山 下 機 械 株 式 会 社 三 井 屋 工 業 株 式 会 社 万 能 工 業 株 式 会 社 株 式 会 社 タ ケ ヒ ロ
理 研 産 業 株 式 会 社 大 橋 鉄 工 株 式 会 社 豊 和 工 業 株 式 会 社 清 水 建 設 株 式 余 社
東 朋 テ ク ノ ロ ジ ー 株 式 会 社 矢 作 建 設 工 業 株 式 会 社 東 栄 株 式 会 社 セ ソ ト ラ ル リ ー ス 株 式 会 社
名 古 屋 鉄 道 株 式 会 社 株 式 会 社 中 外 武 田 膜 工 株 式 会 社 三 和 化 学 研 究 所
株 式 会 社 ス ズ ケ ソ 株 式 会 社 東 海 銀 行 中 部 日 本 放 送 株 式 会 社 東 邦 ガ ス 株 式 会 社
杉 山 工 業 株 式 会 社 カ ト リ ッ ク 名 古 屋 教 区 株 式 会 社 ア ラ ク ス 株 式 会 社 高 津 製 作 所
大 林 組 名 古 屋 支 店 愛 知 株 式 会 社 豊 田 合 成 株 式 会 社 岡 地 株 式 会 社
三 協 ア ル ミ ニ ュ ー ム 株 式 会 社 中 部 電 力 株 式 会 社 名 証 正 会 員 協 会 株 式 会 社 東 郷 製 作 所
豊 田 通 商 株 式 会 社 株 式 会 社 中 葉 ト ョ タ ビ ス タ 東 名 古 屋 東 陽 倉 車 株 式 会 社
ト ョ タ 車 体 株 式 会 社 株 式 会 社 豊 田 自 動 織 機 製 作 所 日 本 電 装 株 式 会 社 猪 村 工 巣 株 式 会 社
セ キ セ イ 株 式 会 社 フ ジ ト ラ ソ ス コ ー ボ レ ー シ ョ ソ 愛 知 電 子 株 式 会 社 萩 原 電 気 株 式 会 社
愛 三 工 業 株 式 会 社 ト ョ タ エ 機 株 式 会 社 日 動 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社 敷 島 製 パ ソ 株 式 会 社
株 式 会 社 芝 岡 製 作 所 ア イ シ ソ 精 機 株 式 全 社 中 央 発 条 株 式 会 社 大 １ 支 株 式 会 社
株 式 会 社 東 海 通 信 機 材 サ ー ビ ス 日 本 ガ イ シ 株 式 会 社 ナ ゴ ヤ デ ン シ コ ウ キ 糸 重 株 式 会 社
タ カ ラ 企 画 株 式 会 社 愛 知 製 鋼 株 式 会 社 西 川 印 刷 株 式 会 社 エ イ デ ソ サ カ キ ヤ
株 式 会 社 三 珊 ブ レ シ ジ ョ ソ 株 式 会 社 オ テ イ ッ ク ス 尾 張 精 機 株 式 会 社 株 式 会 社 青 雲 ク ラ ウ ソ
株 式 会 社 伊 藤 工 務 店 ア ラ コ 株 式 会 社 興 和 株 式 会 社 愛 知 ス ズ キ 販 売 株 式 会 社
名 古 屋 ト ヨ ペ ッ ト 株 式 会 社 株 式 会 社 三 五 新 東 工 業 株 式 会 社 株 式 会 社 ワ ー ロ ソ
天 野 製 薬 株 式 会 社 カ ト リ ッ ク 南 山 教 会 カ ト リ ッ ク 安 城 教 会 愛 知 ト ョ タ 自 動 車 株 式 会 社
盛 田 株 式 会 社 日 本 特 殊 陶 業 株 式 会 社 東 海 旅 客 鉄 道 株 式 会 社
宝 生 院 大 須 観 音 リ ン ナ イ 株 式 会 社 中 日 新 聞 株 式 会 社

賛助会員を募集していま
ご協力をお願いします
いつも資金ボランティアとして会費やご寄付をいただき有難うございます。心から御礼申し上げます。
年間２、０００万円の運営資金と共に、法人の基金を１０年間で１億円積立の課題を与えられております。
会員の皆様の倍旧のご支援と共に、会員増加の運動にもお力を添えて下さいますようお願いします。
法人となり寄付金の税法上優遇措置が受けられます。誠に失礼ですが振込票を同封させていただきま
す。ご利用くだされば幸いです。
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法人会費年間５万円・１０万円・２０万円
賛助会員（年間１口）Ａ１０，０００円召 ‘５，０００円Ｃ３，０００円
一般寄付はご自由な金額で結構です。

夏期・年末寄付
口 座 名 社 会 福 祉 法 人 愛 知 い の ち の 電 話 協 会 理 事 長 相 馬 信 夫
口座番号東海銀行大津町支店（普）４７７０２９
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８

お 問 い 合 わ せ は … 社 会 福 祉 法 人 愛 知 い の ち の 電 話 協 会 名 古 屋 い の ち の 電 話
事務局酋９７１-５１８１

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-９１名古屋東郵便局私書箱第２５７
事務局酋０５２-９７１-５１８１郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
相談電話魯０５２-９７１-４３４３東海銀行大津町支店（普）預金口座４７７０２９
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